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「環境金融」に高い評価 ～地域密着型金融の取り組み～ 

　平成２１年１月、当行の「環境金融」
の取り組みが、平成１９年度の地域
密着型金融の優れた取り組みとして、
近畿財務局より顕彰されました。 
　当日は、「環境金融」の取り組み
について事例発表を行うとともに、
地域密着型金融の取り組みにつ
いて顕彰を受けた各団体とともに、
当行の中川常務が意見交換会に
参加しました。 

TOPICS

 顕彰を受ける中川常務（右） 

注目 ココ
に 

　私の所属するシステム部では、Ｉ
ＳＯの独自の取組項目である連続
用紙（大型コンピュータで利用す
る専用用紙）の使用量削減を各
種資料の電子化等の推進により
進めています。関係する部署と連
携しながら独自の取組項目を進め
ることにより、当行全体の「直接
的な取り組み」である紙資源の削
減を図り、よりよい「エコオフィスづ
くり」になるよう努めています。 

システム部　田中 稔 

ＩＳＯ実施責任者の声 しがぎん 
VOICE

ＩＳＯ14001 ～認証取得から10年～ 

心身ともにクリーンバンクしがぎん 
　平成１１年から「クリーンバンクしがぎん」を合言葉に、
役職員一人ひとりの環境意識を高めるとともに、透明
度の高い情報開示にも努め、「心身ともにクリーンバ
ンクしがぎん」の実現をめざしています。 注目 ココ

に 

　当行のＣＯ２排出量の約9割が
電力の使用によるものです。 

地
球
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近江八幡市 
水郷めぐり（和船） 

大津市 
びわ湖開き 

温室効果ガス（CO2)排出量削減結果（平成19年4月～平成21年3月） 

省エネ活動 

項目 取り組み内容 削減計画 累計実績 CO2削減量 
合計 

本業を通じた 
CO2の削減 

植樹活動 

自社車輌の 
環境対応車への切替 

電力、都市・LPガス、上下水道、ガソリン、 
重油使用量の削減 

役職員ボランティアによる植樹 

環境対応車への切替 

①「ジャストサポート（エコ）」 
　「PLB｣「エコ・クリーン資金」 
　（環境対応車の購入）の実行 
②「エコ＆耐震住宅ローン」 
　「セレクトリフォームローン（エコ＆耐震）」 
　（太陽光発電システムの導入）の実行 
③「カーボンオフセット定期預金『未来の種』」による 
　排出権の購入 

554.5t 2,047.3t

電力 
都市・LPガス 
上下水道 
ガソリン 
重油 

①364件 
②26件 
③4,000t

99台 

　当行は、新世紀第３次長期経営計画※（平成１９年４月～平成２２年３月）において、「地域社会と
の『共存共栄』の貫徹」をめざすため、３つのブランド戦略（「知恵と親切のしがぎん」「アジアに
強いしがぎん」「CSRのしがぎん」）を柱とした営業戦略を展開しております。 
　とくに｢CSRの実践」では、「温室効果ガス（CO２）排出量６％削減（平成１８年度比）」を掲げ、
平成２１年３月末までに、ＣＯ２排出量を２３.２９％削減することができました。 

　※新世紀第３次長期経営計画の詳細については、ホームページをご覧ください。 
　　http://www.shigagin.com/pdf/investor_bank_２００９_０８-１１_chouki.pdf

　「ＩＳＯ１４００１」を認証取得し、１０年目を迎えました。当行
の「環境マネジメントシステム」は、省エネ・省資源の「エ
コオフィスづくり」に加え、銀行の本業を通じた「環境対応
型金融商品・サービスの開発、提供」を目標に組み込み、
平成１２年３月に取得。継続的改善に取り組んでいます。 

　平成２０年度においても、環境に関する法令違反、なら
びに環境に関する事故はございませんでした。 

温室効果ガス排出量23.29％削減 

263.7t 105.0t 
増加 

244.2t 2,082.6t

16.8t 56.0t 5,000本 

29.8t 13.7t

※省エネ活動のエネルギー使用量については、平成19年度と平成20年度の平均値を計上しています。 
※CO2排出量は新事務棟・しがぎん浜町研修センターの稼動により１.１９％増加しましたが、排出権を２,０００t
購入し、カーボンオフセットすることにより２３.２９％削減いたしました。 

※平成18年度（基準年）のCO2排出量は８,７９１.９tです。 

1,022千kWh増加 
6,793m3削減 
7,457m3削減 
10.4k   増加 
33.2k   削減 

間接的な取り組み 
環境保全に取り組まれる
お客さまをサポートする環
境対応型金融商品、サー
ビスの開発・提供 

直接的な取り組み 
電力使用量の削減や、紙
ゴミのリサイクルをはじめと
するエコオフィスづくり 

環境影響 

0

＋ 

－ 

エコオフィスづくり 
努力して環境影響を0に近づける。 

環境対応型金融商品・サービスの提供 
0から出発し、取り組めば取り組むほど
環境にプラスの影響を与える。 

平成20年度 環境活動の目標と実績 

環境法規制の遵守 

地球温暖化防止 

平成20年度　環境目的・目標 実績 備考 

省資源 
（本部・本店） 

省エネルギー 
（本部・本店） 

評価 

＝達成 　　　＝おおむね達成 　　　＝未達成 

23.29% 

0.44%増加 

69種類 

6.70% 

2.70% 

27,477m3 

24,486m3 

66台 公用車375台中、 
環境対応車は291台で採用率は77.60％ 

ＣＯ2換算　2,047.3ｔ削減 

諸制度改正により紙使用量増加 

累計で431種類を電子化 

 

平成19年度比　87千kWh削減 

平成19年度比　5.51%削減 

平成19年度比　1.09%削減 

※各部・関連会社においても、個別・単独の目標を設定し、取り組んでいます。 

電力 
88.3％ 

ガス 
1.5％ 

上下水道 
0.5％ 

ガソリン 
7.8％ 重油 

1.9％ 

平成２０年度 CO２排出量比率 

「クリーン」に込めた４つの思い 
①省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」 
②「環境対応型金融商品・サービスの開発、提供」
による地域への環境保全活動の働きかけ 
③倫理観の強い行員づくり 
④透明度の高い情報開示 

温室効果ガス排出量を平成18年度比6％削減（3カ年計画） 

紙使用量の削減（A4換算枚数）、平成19年度比1.85％削減 

帳簿用紙の削減（電子化）、帳簿用紙70種類を電子化 

連続用紙の使用量削減、平成19年度比0.5％削減 

事務室電力使用量の削減、平成19年度比0.5％ 

ガス使用量の削減、ガス使用量を28,900m3以下 

水道使用量の削減、水道使用量を24,900m3以下 

公用車の環境対応車への切替、33台を環境対応車に切替 

『しがぎん』の環境方針  ～クリーンバンク『しがぎん』をめざして～ 
1 滋賀銀行は、地球環境の保全ならびに環境への負荷低減を企業活動の基
本と認識し、環境マネジメントシステムの継続的改善および環境汚染の予
防に努め、「環境との共生」をめざします。 

2 関連する環境の法規制、および滋賀銀行が同意するその他の要求事項を遵守
します。 

3 エコオフィスづくりの中で、省資源および省エネルギーを推進します。 

4 環境対応型金融商品の開発・推進ならびに情報提供を通して、琵琶湖をは
じめとした自然環境保全への取り組みを、地域とともに行います。 

5この環境方針を基に全従業員が環境について考え行動します。 

地球温暖化防止に向けて 
どのような取り組みをしていますか？ 

Q.環境マネジメントシステムには 
どのような特徴がありますか？ 

Q.

　政府が主導する温室効果ガスの「試行排出量取引スキーム」に参加しています。 
　同制度への参加により排出量取引のノウハウを蓄積し、今後の「地元中小企業向け
の環境対策支援サービス」に活かしていきます。 

「試行排出量取引スキーム」に参加 


